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ABSTRACT 概要

量子場の理論における熱的な相転移を理解するには、通常の摂動論を超えた再和の手法が必要になること
が多い。Cornwall‒Jackiw‒Tomboulis (CJT)形式は量子揺らぎを自己無撞着に取り入れる枠組みで、QCD
から電弱相転移まで幅広く応用されている。しかし、実際の計算での打ち切りは重要な対称性の制約を破
ることがあり、これが対称性改善 CJT形式の動機となっている。本講演では、これらの手法の基本的な
考え方を紹介し、熱力学的な観測量を矛盾なく構成するうえでの課題を議論する。具体的な応用として、
クォークを含む 3フレーバーの線形シグマ模型におけるカイラル熱力学についての最近の研究を、圧力の
処方の違いによる影響を中心に紹介する。
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本セミナーは文部科学省 AI for Science 萌芽的挑戦研究創出事業（SPReAD）採択課題「AI 支援階層ベイズ解析による精密物理諸量の tension 構造とメタ不確かさの分野横断的汎用評価」（研究代表者：尾田

欣也）の助成により開催しています。
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